
コース 開志国際高等学校

学年 第2学年 開講 通年 必修 2 単位

教科書：

副教材： 「マスグレードα　数学Ⅱ、マスグレードα　数学B＋C」　啓林館

学習計画及び評価方法
a 知識技能
b 思考・判断・表現
c 主体的に学習に取り組む態度
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評価の観点

評定の決め方

・まず，平面上のベクトルの意味や演算，成
分および内積などの基本的な概念について
理解し，ベクトルを用いて図形の性質を考
察する。これらのことを通して，ベクトルの考
えが有用なことを認識し，様々な図形の性
質などの考察に活用できるようにする。 ま
た，空間座標の概念を導入し，その意味や
表し方について理解するとともに，平面上の
ベクトルの考えを空間に拡張して，空間図

形の考察に活用できるようにする。

2次曲線

極座標と極方程式

2次曲線を表す極方程式と離心率

いろいろな曲線

3点を通る平面上の点

平面の方程式

直線の方程式

平面上のベクト
ルとその演算

医学科進学 ２０２３年度シラバス（　数学　）

科目

学習目標

数学B

「数学Ⅱ、数学C」　啓林館

平面上の点の座標

平面上のベクトル

ベクトルの和・差・実数倍

ベ
ク
ト
ル

ベクトルと平面図形

位置ベクトル

位置ベクトルと図形

ベクトル方程式

空間のベクトル

空間の点の座標

空間のベクトル

空間のベクトルの内積

位置ベクトル

月 考査
評価の観点

〇知識・技能：定期考査
〇思考・判断・表現：定期考査・レポート
〇主体的に学習に取り組む態度：ワークショップ型授業・レポート

学期 項目 単元 学習内容 学習のねらい

ベクトルの成分

三角形の面積

円の方程式

複素数平面

方程式の表す図形

前
　
期

図
形
と
方
程
式

点と直線

前期　　授業評価　　　　

直線上の点の座標

平
面
上
の
曲
線

双曲線

直線の方程式

2直線の関係

複素数平面

・数学的な見方や考え方のよさを認識し，それらを事象の考察に活用しようとしているかどうか｡
・事象を数学的に考察し，表現し処理する仕方や推論の方法を身につけ，的確に問題を解決できるかどうか。

2次曲線と直線の共有点

複
素
数
平
面 平面図形と複素数

平面図形と複素数

複素数の図形への応用

2次曲線と離心率

放物線

放物線の焦点

楕円

直角双曲線xy=1

2次曲線の平行移動

曲線の媒介変数表示

分数式を用いた円の媒介変数表示

ド・モアブルの定理

2次曲線と接線の方程式

後期　　授業評価　　　　

複素数の極形式

１ ベクトル，図形と方程式，複素数平面，平面上の曲線について，概念を理解し，基礎的な知識の習得と数学的処理技能の習熟を
目指す。
２ ベクトル，図形と方程式，複素数平面，平面上の曲線について，数学的な思考力・判断力・表現力を身に付けることを目指す。
３ ベクトル，図形と方程式，複素数平面，平面上の曲線について，事象を数学的に考察したり多面的に捉える能力，習得した知識，
習熟した　技能を的確に活用する能力を伸ばすことを目指す

・平面上の点の座標を用いて直線の方程
式を扱い，2直線が平行・垂直になる条件
などを求めて，基本的な平面図形の性質や
関係を数学的に処理することができるように
する。また，円と直線を用いて位置関係を
調べることから，いろいろな図形の考察に方
程式を活用できるようにする。さらに，点の
軌跡を方程式で表したり，不等式の表す領
域を図示したりできるようにする

・複素数平面上での複素数の演算の図形
的な意味を理解し，平面図形への応用など
の事象の考察に活用できるようにする。

・平面上の曲線がいろいろな座標の式とし
て表されることについて理解し，それらを事
象の考察に活用できるようにする。

円と直線

不等式の表す領域軌跡と領域

軌跡

絶対値を含む不等式の表す領域

円と直線

いろいろな曲線の媒介変数表示

媒介変数表示と
極座標

ベクトルの内積

2つの図形の共有点を通る図形


